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小
島　

大
森
学
生
寮
に
潜
入
し
ま
し
た

（
笑
）。
食
堂
か
ら
、
カ
レ
ー
の
い
い
匂
い
が

し
ま
す
。
ま
ず
、
食
事
事
情
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

山
田　

食
事
は
朝
夕
2
食
。
寮
母
さ
ん
と
調

理
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
作
っ
て
く
れ
て
、
お
い

し
く
て
温
か
い
食
事
が
い
た
だ
け
ま
す
。
料

理
の
皿
数
も
、
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
す
。

小
沼　

夕
食
は
18
時
〜
21
時
45
分
。
カ
レ
ー

は
自
分
で
よ
そ
う
の
で
、
だ
ん
だ
ん
肉
が
な

く
な
り
ま
す
。
出
遅
れ
た
な
ら
中
頃
の
鍋
の

入
れ
替
え
を
狙
う
手
も
あ
り
ま
す
（
笑
）。

小
島　

僕
は
ほ
と
ん
ど
朝
飯
抜
き
。寮
生
は
、

実
家
や
一
人
暮
ら
し
よ
り
、
し
っ
か
り
と
食

べ
て
い
そ
う
で
す
ね
。
通
学
時
間
は
？

山
田　

日
吉
と
三
田
の
ほ
ぼ
中
間
で
、
蒲
田

駅
ま
で
徒
歩
15
分
。
通
学
時
間
は
40
〜
45
分

で
す
。
門
限
は
0
時
な
の
で
、
田
町
駅
を
出

る
の
は
23
時
過
ぎ
で
も
間
に
合
い
ま
す
。

小
島　

熱
海
か
ら
通
っ
て
い
る
僕
は
片
道
2

実
家
暮
ら
し
の
塾
生
が
見
た「
学
生
寮
潜
入
レ
ポ
ー
ト
」
│
│
大
森
学
生
寮

塾
生
の

現
在
、
義
塾
の
学
部
生
（
2
〜
4
年
生
）

の
ほ
ぼ
3
割
に
あ
た
る
約
6
3
0
0
名
が
、

親
元
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ア
パ

ー
ト
な
ど
、
住
ん
で
い
る
場
所
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、今
回
は
学
生
寮
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、

県
人
寮
で
の
「
く
ら
し
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
ま
し
た
。
実
際
の
住
ま
い
を
訪
ね
て

塾
生
の
生
の
声
を
伝
え
ま
す
。

く
ら
し

学
生
寮
で
の
生
活
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の

か
？
そ
の
実
態
を
知
る
べ
く
、
熱
海
の

実
家
か
ら
通
学
す
る
小
島
大
貴
君
が
、
大
森
学

生
寮
で
暮
ら
す
山
田
佳
子
君
と
小
沼
龍
太
郎
君

を
訪
ね
ま
し
た
。
気
に
な
る
食
事
や
門
限
の
こ

と
か
ら
、
多
数
入
居
し
て
い
る
外
国
人
留
学
生

と
の
交
流
ま
で
、
学
生
寮
で
の
暮
ら
し
の
魅
力

を
語
り
合
う
う
ち
に
見
え
て
き
た
の
は
、
便
利

で
友
達
い
っ
ぱ
い
の
快
適
寮
ラ
イ
フ
。

学
生
寮

C
A

SE 1
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1

　  食事をしたら部屋番号
プレートを外す。2 度食
べ防止策だとか。

1

東
京
都
大
田
区
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話
が
弾
ん
で
友
達
に
な

り
ま
す
。
留
学
を
終
え

て
帰
国
し
た
台
湾
と
カ
ナ

ダ
の
友
人
を
訪
ね
て
旅
行

も
し
ま
し
た
。
あ
と
、
私
は
中

国
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ネ
イ
テ

ィ
ブ
の
き
れ
い
な
発
音
に
ふ
れ
ら
れ
る
の
は

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

時
間
。
懇
親
会
は
1
次
会
の
途
中
で
サ
ヨ
ナ

ラ
で
す
。
青
春
を
半
分
損
し
て
い
る
気
が
し

ま
す（
笑
）。
と
こ
ろ
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
？

小
沼　

居
室
は
一
人
用
で
、
家
具
、
エ
ア
コ

ン
、
小
さ
な
流
し
付
き
。
入
浴
と
ト
イ
レ
の

時
以
外
は
、
籠
城
し
て
勉
強
に
集
中
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
フ
ロ
ア
は
男
女
で
分
か
れ

て
い
て
、女
子
の
階
は
男
子
立
ち
入
り
禁
止
。

風
呂
は
大
浴
場
の
ほ
か
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム

も
使
え
ま
す
。
欧
米
の
留
学
生
は
シ
ャ
ワ
ー

だ
け
の
人
が
多
い
で
す
ね
。

小
島　

世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
と
一
緒
に

生
活
す
る
感
覚
は
ど
う
で
す
か
？

山
田　

留
学
生
の
積
極
性
に
は
、
す
ご
く
刺

激
を
受
け
て
い
ま
す
。
い
ま
は
日
本
人
が
99

名
に
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ロ
シ
ア
、
台
湾
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
が
26

名
。
食
堂
で
も
、
ラ
ン
ド
リ
ー
、
お
風
呂
で

も
顔
を
合
わ
せ
る
の
で
、
自
然
に
打
ち
解
け

ま
す
。
み
ん
な
好
奇
心
旺
盛
で
、
日
本
の
料

理
の
話
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で

小
島　

一
生
付
き
合
え
る
外
国
人
の
友
達
が

で
き
る
な
ん
て
、
い
い
な
あ
。
授
業
で
も
留

学
生
は
い
る
け
れ
ど
、
そ
こ
ま
で
親
し
く
な

る
の
は
難
し
い
。
や
っ
ぱ
り
同
じ
寮
で
暮
ら

す
と
接
触
の
密
度
が
違
い
ま
す
ね
。

小
沼　

僕
は
、
日
系
企
業
で
働
い
た
経
験
の

あ
る
26
歳
の
ロ
シ
ア
人
留
学
生
と
親
し
く
な

り
ま
し
た
。
国
際
的
な
企
業
活
動
や
ビ
ジ
ネ

ス
事
情
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
英
語
の
勉

強
に
も
な
り
ま
し
た
。

小
島　

ま
す
ま
す
羨
ま
し
い
。
寮
に
住
み

な
が
ら
留
学
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
ね
。

山
田　

留
学
生
だ
け
で
な
く
、
他

の
学
年
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
塾
生
と

も
仲
良
く
な
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
、
趣
味
、
目
標
を
持
つ
寮
生

と
話
せ
て
、
毎
日
楽
し
い
で
す
。

商
学
部 

４
年 

■ 

小こ

島じ
ま

大だ
い

貴き

君

法
学
部 

４
年 

■ 

山や
ま

田だ

佳よ
し

子こ

君

法
学
部 

２
年 

■ 

小お

沼ぬ
ま

龍り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

君

3

2

　  銭湯感覚の風呂には 0
時まで入れます。はだか
の付き合いもまた楽し。

3 　  ランドリーのラッシュ
タイムは朝の 7 ～ 8 時。
みんな登校前に洗濯したい。

2

　

熱
海
の
実
家
か
ら
通
学
。
寮
生

活
を
経
験
し
た
い
と
思
い
な
が
ら

果
た
せ
ず
、
片
道
2
時
間
か
け
て

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
て
い
る
。

　

静
岡
県
出
身
。
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
た
い
と
国
際
寮
の
大
森
寮

に
。
R
A
（
レ
ジ
デ
ン
ト
ア
シ
ス

タ
ン
ト
）
と
し
て
留
学
生
の
相
談

役
も
務
め
る
。

　

茨
城
県
出
身
。
一
人
暮
ら
し
と

寮
生
活
と
で
迷
っ
た
末
、
大
森
寮

に
。
半
年
前
か
ら
R
A
に
な
り
、

各
国
の
留
学
生
と
積
極
的
に
交
流

し
て
い
る
。

取材日の夕食は、人気のカレ
ーライス。充実の食生活
が健康を支えます。大

森
学
生
寮

慶
應
義
塾
大
学
が
株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
提
携

し
て
運
営
す
る
塾
生
専
用
の
学
生
寮
。

東
京
都
大
田
区
大
森
西
７-

４-

27
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社
会
人
と
の
共
同
生
活
で
得
る
も
の
は
多
い
│
│
シ
ェ
ア
プ
レ
イ
ス
読
売
ラ
ン
ド

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

C
A

SE 2

ア
の
人
と
も
挨
拶
程
度
の

付
き
合
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
か

ら
。
ま
た
、
帰
宅
後
は
大
学
以
外
の
人
た
ち

と
過
ご
す
環
境
が
欲
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
44
室
あ
り
ま
す
が
、
現
在
学
生
は
僕

だ
け
の
よ
う
で
す
。

―
―
気
に
入
っ
て
い
る
点
は
？

植
木　

個
室
は
家
具
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、

ネ
ッ
ト
環
境
付
き
。引
っ
越
し
が
楽
で
し
た
。

大
き
な
風
呂
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
共
用
の
シ
ャ

ワ
ー
が
あ
り
、
共
同
の
キ
ッ
チ
ン
で
は
食
事

も
作
れ
ま
す
。
調
理
器
具
や
食
器
も
備
え
つ

け
の
も
の
を
使
え
ま
す
。
食
事
や
お
茶
を
し

な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
職
業
の
人
と
話
を
す
る

の
は
社
会
勉
強
に
な
り
、
視
野
が
広
が
り
ま

し
た
。
知
り
合
っ
た
人
が
出
て
行
く
時
や
新

し
い
人
が
入
居
し
た
時
な
ど
、
自
然
発
生

的
に
み
ん
な
で
料
理
を
作
っ
て
パ
ー
テ
ィ

ー
が
開
か
れ
ま
す
。
天
体
望
遠
鏡
を
持
っ

て
い
る
人
が
い
て
、
月
食
や
流
星
群
の
観

測
会
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
複
数
の

他
人
と
同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
す
と
、
楽
し

い
な
か
に
も
、
人
と
の
接
し
方
の
マ
ナ
ー
や

気
配
り
、
共
同
の
場
所
は
き
れ
い
に
使
う
な

ど
の
倫
理
観
が
芽
生
え
ま
す
。
学
生
生
活
の

一
時
期
、
こ
ん
な
共
同
生
活
を
体
験
し
て
み

る
の
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
費
用
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
す
か
？

植
木　
入
居
時
に
5
万
円
、月
々
６
万
４
０
０
０

円
。
光
熱
費
と
ネ
ッ
ト
代
は
込
み
で
す
。

近
頃
よ
く
耳
に
す
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
い

う
言
葉
で
す
が
、
そ
の
形
態
は
い
ろ
い

ろ
で
す
。
一
軒
家
を
借
り
て
数
人
で
住
む
か
た

ち
も
あ
れ
ば
、
ビ
ル
1
棟
に
個
室
と
共
用
ス
ペ

ー
ス
を
備
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
福
岡
県
出

身
の
植
木
陽
祐
君
の
住
む
「
シ
ェ
ア
プ
レ
イ
ス

読
売
ラ
ン
ド
」
は
後
者
。
企
業
の
独
身
寮
を
改
装

し
た
も
の
で
、
20
〜
30
代
の
若
い
社
会
人
が
、
多

く
住
ん
で
い
ま
す
。

―
―
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
選
ん
だ
理
由
は
な
ん

で
す
か
？

植
木　

以
前
は
S
F
C
近
く
の
ワ
ン
ル
ー
ム

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
何
か
面
白
そ
う
な
住

ま
い
は
な
い
か
な
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探

し
て
こ
こ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
に
し
た
理
由

は
、
住
ま
い
で

も
適
度
に
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
保

ち
た
か
っ
た
こ

と
。
普
通
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で

は
、
同
じ
フ
ロ

総
合
政
策
学
部 

４
年

植う
え

木き

陽よ
う

祐す
け

君

気軽に会話を楽
しめるラウンジスペ
ース。左手は共同キッ
チン、奥の部屋にはビ
リヤード台が置かれ
ている。

神
奈
川
県
川
崎
市



塾  SUMMER 2013 NO.2797

男
子
大
学
生
寮「
和
敬
塾
」
に
住
む 

商
学
部
３
年
男
子
（
大
阪
府
出
身
）

民
間
の「
女
子
学
生
寮
」に
住
む 

薬
学
部
３
年
女
子
（
愛
知
県
出
身
）

塾生の「くらし」

●
入
居
2
年
。
朝
昼
夕
食
付
・
光
熱
費
込
み
で

月
約
10
万
円
。
バ
ス
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ
ン
・

自
習
室
・
ピ
ア
ノ
室
（
使
用
有
料
） 

共
用
。

「
と
っ
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。
食
事
時
間
は

自
由
で
、
ご
飯
は
美
味
し
く
、
少
し
太
り
ま
し

た
。
4
カ
月
に
一
度
部
屋
の
掃
除
も
あ
り
、
家

事
も
不
要
。
門
限
は
23
時
な
の
で
、
友
人
ら
と

の
た
ま
の
懇
親
会
は
中
座
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

が
、
妥
当
な
設
定
だ
と
思
い
ま
す
。
勉
強
は
大

学
図
書
館
、
寮
の
自
習
室
、
自
室
の
ど
こ
か
で

し
ま
す
。
薬
学
部
5
年
の
姉
も
同
じ
寮
の
別
室

に
住
み
、
寂
し
さ
は
感
じ
ま
せ
ん
。
母
は
上
京

の
度
、
寮
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
宿
泊
（
有
料
）

し
ま
す
」

●
公
益
財
団
法
人
が
運
営
す
る
男
子
大
学
生
寮
。

入
居
2
年
。
朝
夕
食
付
・
光
熱
費
込
み
で
月

9
万
円
。
ト
イ
レ
・
バ
ス
・
キ
ッ
チ
ン
共
用
。

「
敷
地
内
に
６
つ
の
寮
が
あ
り
、
5
8
0
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
10
月
に
開
催
さ
れ
る
寮
対

抗
体
育
祭
は
、
練
習
を
通
じ
て
寮
内
が
団
結
し
、

盛
り
上
が
り
ま
す
。
感
動
で
涙
す
る
寮
生
も
い

ま
す
。
他
大
学
、
別
学
年
の
寮
仲
間
と
話
す
こ

と
が
楽
し
く
、
共
同
生
活
を
通
じ
て
、
先
輩
を

立
て
る
な
ど
の
礼
儀
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
週
末
は
寮
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
ス
ポ
ー
ツ
。
月
に
１
回
は
親
に
メ
ー
ル

か
電
話
を
し
ま
す
。
帰
省
は
春
夏
冬
の
年
３
回
」

東京・神奈川居住者の
学年による推移

自宅外生の居住地域の内訳

自宅・自宅外の割合

三田キャンパス周辺
日吉・矢上キャンパス周辺

湘南藤沢キャンパス
（SFC）周辺 三田

元住吉日吉

湘南台
遠藤

円行

綱島
大森西

芝

2年
3年
4年

445

自宅 14685 70% 30%30%
埼玉 53
千葉含む
その他 37

自宅外6322

東京

東京

1897神奈川

神奈川

4335

1604
6171447

8351284

1港区芝
1大田区大森西
3港区三田

（人）

（人）

（人）

（人）

学部生（2～4年生）の住所データより（2013年4月現在）

72
72
631横浜市港北区日吉

2横浜市港北区日吉本町
3横浜市港北区箕輪町
4川崎市中原区木月
5横浜市港北区綱島西

747
515
341
268
182

1藤沢市湘南台
2藤沢市円行
3藤沢市遠藤

478
66
52

自宅外塾生の
居住地
（2～4年生）

DATAで
見る

　

近
年
は
、
塾
生
の
7
割
以
上

を
、
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・

千
葉
の
１
都
3
県
の
出
身
者
が

占
め
、
地
方
出
身
者
は
や
や
減

少
傾
向
。
自
宅
外
か
ら
通
学
す

る
塾
生
は
約
30
%
。

　

自
宅
外
塾
生
の
居
住
地
は
神

奈
川
県
内
が
70
%
弱
で
、
東
京

が
30
%
。
な
か
で
も
日
吉
・
矢

上
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
日
吉
駅

周
辺
と
、
日
吉
を
挟
む
東
横
線

両
隣
駅
（
元
住
吉
、
綱
島
）
周

辺
に
住
む
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ま

た
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
場
合
は
多
く
が
湘

南
台
駅
周
辺
に
住
ん
で
い
ま
す
。

東
京
で
は
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
や
学
生
寮
の
あ
る
大
森
西

へ
の
居
住
が
目
立
ち
ま
す
（
学

部
生
２
〜
４
年
の
デ
ー
タ
に
よ

る
。
1
年
は
未
集
計
）。
上
級

生
に
な
る
ほ
ど
都
内
に
住
む
人

も
増
え
ま
す
。

　

な
お
、
自
宅
外
に
住
む
塾
生

の
比
率
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
環
境
情

報
・
総
合
政
策
・
看
護
医
療
学

部
で
は
40
％
を
超
え
ま
す
が
、

文
・
経
・
法
・
医
・
薬
学
部
で

は
約
25
％
で
す
。　

塾
生
の
「
住
ま
い
」
い
ろ
い
ろ
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故
郷
の
仲
間
と
エ
イ
サ
ー
踊
り
で
盛
り
上
が
る
│
│
沖
縄
県
学
生
寮
　
南な

ん

灯と
う

寮り
ょ
う

県
人
寮

C
A

SE 3

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
門
に
は
シ
ー
サ
ー
が
、
庭
に
ソ
テ
ツ
が
植

わ
っ
て
い
て
、故
郷
を
感
じ
さ
せ
る
寮
で
す
ね
。

金
城　

そ
れ
は
あ
ま
り
意
識
し
ま
せ
ん
が
、

入
学
当
初
は
学
校
で
の
緊
張
が
、
寮
に
帰
る

と
ほ
ぐ
れ
た
の
は
確
か
で
す
。
た
と
え
ば
東

京
で
は
名
字
で
呼
び
合
う
の
で
す
が
、
沖
縄

で
は
名
前
で
呼
ぶ
の
が
普
通
。
男
子
だ
け
で

な
く
、
女
子
か
ら
も「
雄
大
」と
呼
ば
れ
ま
す

か
ら
。そ
う
呼
ば
れ
る
だ
け
で
な
ご
み
ま
す
。

―
―
女
子
？
こ
こ

は
男
子
学
生
寮
で

す
よ
ね
。

金
城　

こ
こ
は
男

子
寮
で
す
が
、
別

の
所
に
女
子
寮
が

あ
り
、
お
互
い
の

寮
祭
な
ど
で
交
流

が
あ
り
ま
す
。
共
同
で
エ
イ
サ
ー
を
踊
る
の

が
伝
統
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寮
祭

だ
け
で
な
く
、
5
月
の
沖
縄
復
帰
祭
に
は
寮

の
そ
ば
の
商
店
街
で
太
鼓
を
た
た
い
て
踊

り
ま
す
。
４
月
半
ば
か
ら
夕
食
後
の
食

堂
で
エ
イ
サ
ー
の
練
習
が
始
ま
り
、
寮

生
同
士
が
一
気
に
親
し
く
な
り
ま
す
。
休

み
の
日
に
は
一
緒
に
買
い
物
や
遊
び
に
行
く

し
、
今
は
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

―
―
寮
生
活
で
困
る
こ
と
は
？

金
城　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
出
し
当
番

と
、
月
一
回
の
全
員
で
の
廊
下
と
食
堂
の
掃

除
が
あ
り
ま
す
が
、
嫌
で
は
な
い
で
す
し
。

そ
れ
よ
り
、
学
外
の
友
達
が
で
き
る
の
が
嬉

し
い
で
す
ね
。寮
で
育
ま
れ
た
友
人
関
係
は
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
続
く
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

沖
縄
出
身
の
金
城
雄
大
君
が
暮
ら
し
て
い
る

の
は
、沖
縄
県
学
生
寮　
南
灯
寮
。
個
室
、

朝
夕
食
事
付
き
（
日
曜
は
な
し
）、
規
定
光
熱
費

込
み
（
た
ま
に
超
過
す
る
が
プ
ラ
ス
1
0
0
0
円

ほ
ど
）
で
月
に
4
万
2
0
0
0
円
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
。た
だ
し
入
居
期
間
は
最
短
修
業
期
間
の
半
分
、

大
学
（
４
年
制
）
な
ら
2
年
間
と
決
ま
っ
て
い
る
。

沖
縄
復
帰
祭
、
寮
祭
で
は
エ
イ
サ
ー
を
演
じ
る
。

―
―
県
人
寮
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ

つ
は
？

金
城　

義
塾
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
と
き

に
、
親
が
見
つ
け
て
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
都
会
生
活
な
の
で
、
同
郷
人
と
の

暮
ら
し
が
安
心
だ
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
。
僕
自
身
は
ち
ょ
っ
と
一
人
暮
ら
し
を
し

た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
こ

こ
で
よ
か
っ
た
な
と
満
足
し
て
い
ま
す
。
沖

縄
で
も
名
護
出
身
な
の
で
、
那
覇
の
高
校
で

は
寮
生
活
で
し
た
か
ら
、
共
同
生
活
に
抵
抗

理
工
学
部 

２
年

金き
ん

城じ
ょ
う

雄ゆ
う

大だ
い

君

掲示板には寮祭
でのエイサーの写真が
たくさん貼られていた。
エイサーを通じて寮生
の仲間意識が高まる
ことがわかる。

東
京
都
狛
江
市
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●
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
が
あ
る
日
本
人
家

庭
に
下
宿
。
同
世
代
の
子
ど
も
が
3
人
い
る

家
庭
で
、
日
本
の
暮
ら
し
を
体
験
中
。
日
本

企
業
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
。

「
日
本
語
能
力
試
験
1
級
を
取
得
後
に
来
日

し
、語
学
学
校
を
経
て
、義
塾
に
入
学
し
ま
し
た
。

来
日
時
か
ら
今
の
家
庭
に
下
宿
し
、日
本
の
お

母
さ
ん
が
作
る
味
噌
汁
、豚
汁
、肉
じ
ゃ
が
な

ど
の
家
庭
料
理
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
の
家
族
と
は
週
3
回
、長
い
時
は
1
時

間
も
ス
カ
イ
プ
で
話
す
の
で
全
然
寂
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。通
学
に
2
時
間
か
か
り
ま
す
が
、7

時
に
家
を
出
て
遅
刻
は
し
ま
せ
ん
」

●
財
団
法
人
香
川
育
英
会
が
運
営
す
る
東
京
学

生
寮
。
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
90
秒
。

朝
夕
食
付
で
月
5
万
4
0
0
0
円
。
個
室
は

家
具
付
き
。冷
蔵
庫
と
テ
レ
ビ
は
購
入
。

「
高
校
の
掲
示
板
で
見
つ
け
て
入
寮
。
部
屋
が

5
・
４
畳
と
狭
く
、
母
は
心
配
し
ま
し
た
が
、

私
は
物
に
す
ぐ
手
が
届
く
便
利
さ
が
好
き
で
す
。

寮
で
は
讃
岐
弁
。
高
校
時
代
に
顔
だ
け
知
っ
て

い
た
人
と
、
寮
で
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
サ
ー

ク
ル
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ユ
ニ
コ
ー
ン
ズ
の

練
習
で
疲
れ
果
て
て
寝
に
帰
る
よ
う
な
時
も
、

寮
の
友
達
が
心
配
し
て
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

都
心
な
の
で
就
職
活
動
に
も
便
利
で
す
」

塾
生
の
「
住
ま
い
」
い
ろ
い
ろ

塾生の「くらし」

　
「
慶
應
義
塾
大
学
学
生
生
活
実
態
調
査
報
告

（
第
26
回
）」
に
よ
れ
ば
、
親
元
か
ら
離
れ
て
暮

ら
す「
自
宅
外
」の
塾
生
と
親
元
か
ら
通
う「
自

宅
」
の
塾
生
の
1
カ
月
の
平
均
収
入
額
を
比
べ

る
と
、「
自
宅
外
」
は
約
14
万
円
、「
自
宅
」
が

約
６
万
円
で
す
。
そ
の
差
額
８
万
円
は
、
主
と

し
て
、「
自
宅
外
」
の
「
住
居
費
お
よ
び
光
熱
費
」

約
６
万
５
０
０
０
円
と
、「
食
費
お
よ
び
外
食

費
」
の
差
額
（「
自
宅
外
」
約
３
万
円
、「
自
宅
」

約
１
万
６
０
０
０
円
）
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
以
降
の
同
調
査
（
隔
年
実

施
）
に
よ
る
と
、「
自
宅
外
」
の
総
収
入
額
は
、

２
０
０
０
〜
08
年
ま
で
は
約
16
万
円
で
し
た
が
、

２
０
１
０
年
か
ら
約
14
万
円
と
お
よ
そ
12
％
減

少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
１
年
間
で
ア
ル
バ
イ
ト
経
験

の
あ
る
塾
生
は
、「
自
宅
外
」
63
%
、「
自
宅
」

75
%
で
、「
自
宅
」
の
方
が
ア
ル
バ
イ
ト
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
職
種
と
し
て
は
家
庭
教

師
や
塾
講
師
が
多
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
使

い
道
（
２
つ
ま
で
の
選
択
回
答
）
と
し
て
多
か

っ
た
の
は
「
食
費
」（「
自
宅
外
」
47
%
、「
自
宅
」

32
%
）
や
「
交
際
費
」（「
自
宅
外
」
41
%
、「
自

宅
」
45
%
）
で
、
書
籍
代
は
両
者
と
も
約
11
%

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
奨
学
金
を
必
要
と
す
る
学
生
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
０
年
を

ピ
ー
ク
に
２
０
１
２
年
は
若
干
減
少
。
し
か
し
、

奨
学
金
を
「
非
常
に
必
要
と
し
て
い
る
」、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
と
し
て
い
る
」
と
答
え

た
「
自
宅
外
」
は
58
%
で
、「
自
宅
」
も
40
%

に
の
ぼ
り
ま
す
。

香
川
県
育
英
会「
東
京
学
生
寮
」に
住
む 

文
学
部
４
年
女
子
（
香
川
県
出
身
）

日
本
人
家
庭
に「
下
宿
」す
る

商
学
部
３
年
女
子
（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）

※ 1　調査に回答した学生全体の収入総額の平均。
※ 2　家族から仕送りのある者、アルバイトをしている者、奨学金を受給している者の額を収入別に平均した額。

コスト編

DATAで
見る

「自宅外」平均総額 約14万円 「自宅」平均総額 約6万円
家族から

アルバイト

奨学金

24,476円
39,302円
67,644円

95,131円
43,511円
76,847円

主な収入状況

「慶應義塾大学学生生活実態調査報告（第26回）」（2012年実施、回収率37%）による

※2

※1 ※1

※2

※2




